家具転倒防止ボランティア事業実施要綱
１　実施目的
　　　地震発生時における家具の転倒による事故を防止するため、ひとり暮し高齢者などを対象に家具を固定する器具の取り付けをボランティアで行い、安全・安心な生活環境を提供するとともに、住民による「地域の安全確保意識」の向上を図ることを目的とする。
２　実施対象者
　（１）八戸市内に居住する、65歳以上の人のみの世帯、又は障がい者手帳の交付を受けている人で、同居者にこの交付を受けていない18歳以上65歳未満の人がいない世帯の居住者で、別紙「家具転倒防止金具等取付け申請書」を提出した者。
　（２）上記に準じた者で、民生委員が必要と認める者。

３　作業実施団体
　　協同組合 八戸中央建設業協会が指定する業者。
４　対象となる家具

　　寝室、居間等日常的に居住する場所に設置された、地震の揺れにより転倒の恐れのある家具で、釘・ネジ・Ｌ型金具などで固定できる構造のもの。

５　各機関の活動内容
	関係者名
	活　動　内　容

	八戸市
	・申請者、八戸中央建設業協会、担当民生委員との日程等の連絡調整
・事前現地調査、取付け作業の立会い

	八戸中央建設業協会
	・事前現地調査による材料費の見積り
・転倒防止器具等の取付け作業

	担当民生委員
	・申請者、八戸市との連絡調整
・事前現地調査、取付け作業の立会い


（１）事前現地調査
市担当職員、作業実施責任者、担当民生委員の三者は申請者宅を事前に訪問し、転倒防止対策が必要な家具や金具数を見積った後、費用を提示し、申請者及び民生委員から別紙「御見積兼承諾書」に署名を受ける。ただし、事前現地調査を要しない場合はこの限りではない。
（２）取付け作業

協同組合 八戸中央建設業協会の協会員が取付け作業を実施する。作業終了後、申請者及び民生委員から別紙「家具転倒防止金具等取付け確認・報告書」に署名を受ける。
６　費用負担
　　労務費は無料とする。
取付け金具などの材料費は、申請者の負担とする。
７　実施の条件
　（１）借家等、住宅の所有者が申請者と異なる場合、申請者が所有者又は管理者から承諾を受
けていること。
（２）申請者が、作業完了の確認をしたものに対して、故意や過失によるものを除き、市及び作業実施団体並びに作業者は責任を負わない。

　（３）災害などにより当該事業で固定した家具による転倒事故が発生しても、市及び作業実施団体並びに作業者は責任を負わない。
附則　　　　この要綱は平成21年３月16日から実施する。

　　　　　　　　この要綱は平成22年４月 １日から実施する。

　　　　　　　　この要綱は平成24年７月17日から実施する。
　　　　　　　　この要綱は平成25年１月11日から実施する。
この要綱は令和 ３年４月20日から実施する。

